
学長パネルディスカッション

「工業高校と工業大学の未来」
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「工業高校と工業大学の未来」
２０２４年 第７回 工大サミット

（１）産・学・官のつながり
ものづくり王国・愛知

引用元：愛知県ホームページ「あいちの魅力（産業構造・事業環境）」
掲載日：2024年3月25日更新 https://www.pref.aichi.jp/soshiki/ricchitsusho/miryoku-kouzou.html

くるまのまち・豊田 ものづくり人材育成・愛知工業大学

2024.11.30

超スマート社会 持続可能な社会
（２）未来社会とのつながり

ロボット社会Society 5.0

引用元：内閣府「Society 5.0」 https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

写真素材確認中

①自動車分野（カーデザイン）

・自動車空力とタイヤ性能

「協定校との高大連携事業」
２０２４年 第７回 工大サミット

・高大連携連絡協議会開催（協定校：２８校）

・主に実験や実習を含めた講座開催
⇒高校生の適切な進路選択、興味関心を知る

・異分野を掛け合わせた講座（例：機械と情報など）
⇒学びの広がり、新たな興味分野の発掘

高校生が取り組んでいる研究分野と連携し、講義や実験・実習を通じて、課題解決を図る

（１）高大連携プログラム ～毎年開催～

（２）課題研究等の支援 ～令和６年度実績～

②ロケット分野（ハイブリッドロケット研究＆部品製作）

・ロケットの設計講義や
エンジンの燃焼試験など

・旋盤とボール盤を使った
ものづくり課題研究

2024.11.30

「愛知工業大学名電高等学校との高大連携事業」
２０２４年 第７回 工大サミット

①Meiden Labo in AIT
②プレMeiden Labo in AIT
③MeidenQuest+
④課題研究
⑤理系モチベーション講座
⑥理工系啓蒙プログラム
⑦先端科学技術入門
⑧生成ＡＩ特別授業・教員研修
⑨その他（ワークショップ入門講座、愛工大接続セミナー、愛工大専攻説明会、理科実験＜中高一貫＞）

（１）名電高大接続事業

（２）名電高大接続奨学生

【奨学生区分】

・学業奨学生（成績が優秀な者）

・一芸奨学生（一芸に特に秀でている者）

創造力と豊かな人間性を兼ね備え何事にも積極的に挑戦する人材を育成

【継続審査を実施】

・大学における学業成績

・一芸分野のプレゼンテーションなど

一一芸芸奨奨学学生生はは１１年年次次かからら
研研究究指指導導をを受受けけるる

2024.11.30
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リテラシー総合 情報収集⼒ 情報分析⼒ 課題発⾒⼒ 構想⼒ ⾔語処理能⼒ ⾮⾔語処理能⼒

リテラシー伸⻑率（1年次→3年次⽐較）

[専⾨⾼校特別推薦⼊試]⼊学者平均 それ以外の⼊学者平均

⼤阪⼯業⼤学『⼯業⾼校との連携における現状』

1.概要
・⼯業⾼校や、⼯業や情報に関するコースに在籍する⾼校3年⽣を対象とした⼊試制度
・出願資格に学習成績の状況（評定）や履修科⽬等の条件あり
・テストに加えて⾯接を⾏い、総合的に合格判定を⾏う
2. 志願者数
【2024年度】183名（志願者全体に対する構成⽐率 1.1％）

４. ⼊学⽣の特徴
本制度における⼊学者は汎⽤的能⼒リテラシーの伸⻑率が⾮常に⾼い

【➀「専⾨⾼校特別推薦⼊試」の実施】
➡⼯業系⾼校を対象とした⼊試特別枠を設定し、⼀定の成果が出ている。

３. ⼊学者数
【2024年度】94名（⼊学者全体に対する構成⽐率 5.2％）

※2020年度⼊学⽣実績

【➁「ＯＩＴ概論(⾼⼤連携科⽬)」の開講】
➡⼤学で実践的な学修を積み上げるための導⼊教育を提供。

1.趣旨
【対象者】本学と協定を締結している⼯業系⾼校等の３年⽣で、本学への進学を希望する⽣徒

(2024年度は計18校を対象に実施)
【⽬的】 本学の教育理念や教育研究分野について、⼊学以前から概要を理解することにより、⼊学後の

学修にスムーズに取り組み、持続可能な社会の構築に貢献できる職業⼈として成⻑する⼟台とする。

４. ⼊学者数の割合
2023年度受講者数 75名 のうち、2024年度⼊学者は46名。
受講者のうち、6割以上の学⽣が本学に⼊学。

(↓)教務部⻑による講義の様⼦

２.概要
本学が有する4学部17学科の教育研究内容を中⼼に、100分7回(計2⽇間)授業を実施する。
レポートによる成績評価で合格者には⼊学後1単位を認定する。

３.受講者数
2024年度受講者数︓70名
2013年度から開講し、2024年度までで合計753名が受講している。

1.取得できる免許状 ※所属学科によって異なる
中学校教諭⼀種免許状（数学・技術・理科） ／ ⾼等学校教諭⼀種免許状（数学・⼯業・理科・情報）

３.教員採⽤実績 ※学部卒業者
【2024年度採⽤】10名 [⼩学校]情報系1名 [中学校]数学1名・理科2名 [⾼等学校]理科2名・⼯業3名・情報1名

４. 京都市⽴京都⼯学院⾼等学校 プロジェクト⼯学科 まちづくり分野
研究部主任 ⼤下先⽣へのインタビュー （⼯学部都市デザイン⼯学科2004年度卒）

【➂「教職課程」の設置】
➡⼯業⼤学だからこそ、実験実習スキルの⾼い理系の実践⼒のある教員が養成できる。

2. 教員免許状取得状況 ※延べ件数
【2023年度】48名 [中学⼀種]数学8名・理科7名 [⾼校⼀種]数学6名・理科9名・⼯業13名・情報5名

⼯業に関する知識や技術はもちろん、様々な事柄に
ついて、他者と協⼒して成果を出すことの⼤切さを
学んだ。この経験が、教育現場において、協調性や
コミュニケーション能⼒などの⾮認知能⼒の指導・
育成に役⽴っている。

Q.本学の専⾨教育や教育課程で学んだことが
⾼校現場でどう活きているか︖

Q.⼯業⼤学が⼯業⾼校と連携することにより、理系
⼈材の育成にどのような好影響が⽣まれるか︖
様々な連携の形があると思うが、探究や課題解決型学習に
おいては、専⼼的な活動に必要なモチベーションの向上に
繋がる。また、⼤学による評価により活動を深めたり、⾃
分の将来の姿と重ね合わせたりすることで、キャリア教育
にも繋がる。
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工業高校と
神奈川工科大学による連携

学長 小宮 一三

第７回 工大サミット 工業高校と工業大学の未来

＜目次＞
工業高校との高大連携
神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会との連携
全国工業高等学校長協会との連携 学部生給付型奨学金制度（入学前予約型）の導入
工業高校の教員養成に注力

工業高校と神奈川工科大学による連携

工業高校の教員養成に注力
神奈川県内工業高校に
本学卒業生多数輩出

神奈川県内の工業高校に、機械科、
電気科、化学科を中心に、本学で学
びを活かした、「ものづくり教育」
に日々、取り組む卒業生を多数輩出
している。

全国工業高等学校長協会との連携

工業高校との高大連携 神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会との連携
教育交流協定を締結（神奈川県・東京都・静岡県を紹介）

神奈川県内）磯子工業、小田原城北工業、神奈川工業、
神奈川総合産業、川崎工科、商工、平塚工科、
藤沢工科、向の岡工業、横須賀工業、川崎総合科学、
三浦学苑

東京都内）町田工科、六郷工科
静岡県内）沼津工業、吉原工業 ※高校名一部敬称略

神奈川県内工業系高校 校と県内４大学（神奈川工科、湘南工
科、東京工芸、関東学院）＋賛助会員（東海）による連携

●工業高校の生徒を対象とした進学セミナーの共同開催
●工業高校生徒発表会への審査員及び大学生の派遣 などを実施

この他にも、神奈川県高等学校教科研究会工業部会からの各種依
頼による大学教員の派遣なども積極的に行っている。

学部生給付型奨学金制度（入学前予約型）の導入
全国の工業高校にて優秀ながら経済的な理由等により大学進学を
断念せざるを得ない生徒を受け入れる体制構築を目指し、「全国
工業高等学校長協会」による推薦枠を 年 月入学生より導入。

主たる条件は、別に定める評定平均値基準を満たし、ジュニアマ
イスター顕彰制度でシルバー以上を取得し、「全国工業高等学校
長協会」による推薦を受けること。

工業高校の教員養成に注力！

学生本位主義による「手厚い教育」の実践により、工業高校との連携を強化

神奈川県立向の岡工業高等学校
機械科 教諭

小島 りか子 さん
本学工学部機械工学科卒業生

「女性が旋盤をするのってかっこいい！」
その想いが発端で、工業高校機械科の教諭に

機械工学を学ぼうと思った最初のきっかけは、工業高校生だった兄が出場した旋盤も
のづくり大会に女子が一人だけ参加しているのを見たことでした。「かっこいい！ 女
性が旋盤してもいいんだ」と気づき、工業高校に進学しました。今は、高校教諭になり、
母校の工業高校の機械科で教鞭をとっています。多くは実習で、材料試験、ＣＡＤ、プ
ログラミング、計測器の使い方などを教えています。気をつけているのは、生徒は一人
ひとり違うので、自分の価値観を押し付けないようにすること。人として尊重せずに
ルールになじませることはできないと思うからです。

大学時代、機械工学を基礎から応用までを学ぶほか、教職課程で教育の根本となる教
育学や心理学なども学べたので、多様な生徒への対応に気を配るよう努めることができ
ています。また、大学の教職教育センターによるきめ細かいサポートが教員採用試験の
合格に結びついたのだと思っています。

小島りか子先生からのメッセージ
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工業高校出身者の
入学者数推移と推薦要件

1
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芝浦工業大学
学長 山田 純

推薦要件の評定平均値

特別指定校
35校

25年度
4.5

工業高校出身者の修学状況
ー 2年次終了時成績 ー

学科内順位
上位 6人
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下位  2人

離籍率 右軸  19.4%
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2

私の研究室にいた学生

• 本人曰く
｢ 年のときは数学など
ついていくのが大変だった｣

• 他の学生以上に勉強・研究
に励んでいた

• 英語は苦手
• 工作機械が使えた
化学薬品の管理なども
担ってくれた

3
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東北工業大学と工業高校
との連携

東北工業大学学長 渡邉 浩文

• 高大接続研究事業（連携講座：宮城県白石工業高校）
希望する高校生を対象に、大学教員が高校に出向いて
１年を通して 回の講義を開講
→本学入学後は単位認定

• アカデミック・インターンシップ（仙台工業高校）
夏季休業中の 週間、希望する高校生が本学に通学し、
様々な講義・実習・演習を受講（建築学部）

• その他（出前授業・進学説明会・等々）
• 各種コンペ・コンテスト

• 総合型選抜（ ）
「活動記録重視型」にて資格検定実績を評価

• 資格取得奨学金
高校在学中に資格取得に励んだ専門学科出身者対象
ジュニアマイスター「ゴールド／シルバー」に給付（ ）

• 高校教員養成 工業・情報・商業（毎年約 名免許取得）

• 宮城県教育委員会と連携協定 各種研修等

• 高校教員同窓会（高原会） 同窓会の職域支部として
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広島工業大学における高大連携

広島工業大学における高大連携 第７回工大サミット 神奈川工科大学

高等学校と大学の連携
工業高等学校との連携
ハイスクール採択高等学校との連携

広島工業大学

学部 学科（入学定員 人）
工学部
電子情報工学科
電気システム工学科
機械システム工学科
知能機械工学科
環境土木工学科
建築工学科

情報学部
情報工学科
情報コミュニケーション学科
環境学部
建築デザイン学科
地球環境学科
生命学部
生体医工学科
食品生命科学科

研究科 専攻（入学定員 人）
工学系研究科
：知的機能科学専攻
：電気電子工学専攻・機械システム工学専攻・建設工学専攻
情報システム科学専攻・環境学専攻・生命機能工学専攻

広島県広島市

建学の精神 教育は愛なり
教育 方 針 常に神と共に歩み社会に奉仕する講義棟：三宅の森

工業高等学校との連携

広島工業大学における高大連携 第７回工大サミット 神奈川工科大学

〇高大連携協定の締結・連携事業の実施
・連携協定
・目的：教育分野における協力を通じ、相互の信頼関係を深め、

教育交流を促進すること
・内容：相互の教育等の質の向上に資するための交流事業

教育についての情報交換及び交流
教員、生徒及び学生の交流 など

・広島県立宮島工業高等学校など 校と協定締結

・連携事業例 大学教員や学生が協力
例１：宮島工業高等学校の探究学習の指導・講評
例２：福山工業高等学校など 校 人の生徒が参加する体験授業の実施

〇教育実習における連携 ← 教員養成への取り組み
・広島県立広島工業高等学校など 校で教育実習実施

宮島工業高校での探究学習成果発表会

体験授業 グループワーク

体験授業 ディスカッション後の発表

ハイスクール採択高等学校との連携

広島工業大学における高大連携 第７回工大サミット 神奈川工科大学

〇高等学校 加速化推進事業（ ハイスクール）での連携
・ ハイスクール採択校が希望する取り組み（イベント等）への支援
・広島工業大学 出張講義（情報工学等 分野、 講義）の提供
例：広島市立広島工業高等学校で出張講義「 で植物を守る」を実施

〇広島工業大学高等学校の 類型との連携
・未来を創るスキルを身につける次世代型の教育を展開
・ 年次授業科目「 探究Ⅰ」
・本学全学科から選出された教員と学生が高等学校に出向き、
正規授業科目の実施に協力・指導

・学科に関する課題を提供、創作活動や発表資料作成を指導
・生徒は完成した課題を発表し、大学教員が講評

⇨ 大学での学びに接続し、未来に新しい価値を創造する人材を育成

探究 創作活動

探究 ポスター発表

探究 大学教員の講評
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「工業系高校と工業大学」 福井県及び周辺地域を取り巻く現状

★

★

★

★

★

★

★

★

★
★

★

★
★

★

★ 工業系高校所在地（全国工業高等学校長協会 会員校）

★

石川県

岐阜県

滋賀県京都府

・本学における工業系高校出身の入学者
令和 年入学者 名（全入学者の ％）
令和 年入学者 名（全入学者の ％）

→入学者に占める割合に変化はないが、
県内および隣接府県における高校の
統廃合が進んでいる
【参考】福井県の高校生数 直近 年で ％の減

→企業の人材不足、学力の不安視等の理由から
高校卒業時に就職する高校生が増加

⇒「地域に選ばれる大学」である
工業系高校との関係を深化
支援体制の強化、資格獲得の推奨

福井県内には工業科を持つ高校が６校

★
★

100Km

「工業系高校と工業大学」 魅力ある“学び”、“研究”、“支援体制”

あわらキャンパス
パラボナアンテナ（口径 ｍ）

○担当教員（総合的な助言，面談指導）
・受講登録指導
・修学指導（授業出席など）
・学生生活の相談

○学習支援室（学習内容のサポート）
・学びの相談室（数学・物理・化学・専門科目）
・自学習室（個別指導室隣接 個人・グループで自学習）

○学修支援
・習熟度別クラス分け（英語・数学） 第二部・分科会
・アセスメントテスト（ ・ 年次） 「工業教育の質保証」で説明

○ （課題解決型学習）、地域の課題に沿った研究の参加
・工科系総合大学として各センターの研究取組に参画
・学生が取組む課題に対して、助言・フィールドワークの支援

研究センター間の連携

あわら宇宙センター
（ 設立）

福井工大の防災・減災・復興の取り組み「工業系高校と工業大学」 教職課程、高大接続・高大連携

大学
工学部 電気電子情報工学科

高等学校教諭一種免許状（工業）
工学部 機械工学科
工学部 建築土木工学科
工学部 原子力技術応用工学科
環境学部 環境食品応用化学科 高等学校教諭一種免許状（理科）
環境学部 デザイン学科 高等学校教諭一種免許状（工業）
経営情報学部 経営情報学科 高等学校教諭一種免許状（情報）
スポーツ健康科学部 スポーツ健康科学科 高等学校教諭一種免許状（保健体育）

大学院（工学研究科 博士前期課程）
応用理工学専攻 （電気・機械・化学系） 高等学校教諭専修免許状 工業
社会システム学専攻（建築・経営情報系） 高等学校教諭専修免許状 工業 （情報）

度
取得者 ○令和 年度（Ｒ 卒）実績

・教員免許状（高校）取得者 名
・教員就職者 名

教職支援室のスタッフによる支援
教員採用試験対策の指導
教育実習時の現地指導

【教職課程】

【高大接続・高大連携】
・ふくいプレカレッジ（未来協働 ふくい）
県内の大学が共同事業による高校生への「課題研究」への支援。
大学における学びに必要な主体性や意欲・探求する力を身に付け、
興味関心を喚起し、進学を明確にすることを目的に開催

・工業高校生を対象とする大学施設見学
大学のイメージと進学後のミスマッチを防ぐため、
学びの説明や模擬授業を体験してもらう企画
進学の意欲を向上させる

令和 年度実績 県内外の 工業高校 約 名
令和 年度実績 県内外の 工業高校 約 名
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For all the students～すべての学生生徒のために

第７回 工大サミット 工業高校と工業大学の未来

学生と生徒が共に学び成長する高大連携教育

福岡工業大学 学 長 村山 理一

For all the students～すべての学生生徒のために

高大連携教育① i-STEAM教育（取り組み紹介）
第7回 工大サミット「工業高校と工業大学の未来」

STEAM教育に「ｉ」を加えた教育活動を通じ、大学生と高校生が共に学び成長する活動を行っています。
i-STEAM教育とは

福岡工業大学 学長 村山 理一

information（情報）をSTEAM教育に加えたものです。「ｉ」は、学生が本学（PBL・卒研等）で修得した学術的情報（information）を基にして、中・高校
生と相互作用（interaction）しながら、独自のSTEAM教材を創造（innovation）するという意味も含んでいます。実施するのは選抜された大学生であり、
主体的に実施したり教える技術が向上したりすることになり、大学生の学修意欲向上や教育の付加価値向上に繋がります。さらに、地域で活動する
ことにより、社会貢献にも繋がっています。

・附属高校の電気科・電子情報科の生徒に対し、大学教員の指
導のもと、学生が1年間を通じ、全15回を主体的に実施してい
ます。

・この取り組みにより大学生は、自らの学びを行動プロセスであ
るPDCAサイクル（P（授業計画）・D（講義・実習）・C（授
業の振り返り）・A（成果発表））を通じて学びの質向上に努
めています。また、高校生は、大学生による専門性の高い講義
や大学でしか使用できない機材を活用することで、大学進学へ
の意義を見出します。

再生医療についての学習、ウサギの細胞を
用いた細胞培養など

成果発表の様子

高大連携課外授業の流れ

・大学と高校の教員指導のもと、教員を志す
大学生が主体となって工業科の「課題研
究」で授業を実施しています。

・大学生は、生徒に「教える」ことと、「学
習教材を開発する」ことを学びます。

・高校生は、課題の解決を図る学習を通じて、
専門的な知識と技術の深化・総合化を図
ります。

活動報告の様子課題研究の活動の様子

For all the students～すべての学生生徒のために

高大連携教育② 設置校ごとの成果
第7回 工大サミット「工業高校と工業大学の未来」

福岡工業大学 学長 村山 理一

＜大学の成果＞

※1 全国工業高等学校長協会 進路対策委員会報告（卒業者等に関する状況調査）令和5年10月より

＜高校の成果＞

１８/２０人
（大学進学者数/生徒数）

2022年度実績

進学率：９０％

国公立大学
11人

福岡工業大学
5人

私立大学
2人

その他
2人

全国平均37.2％ ※1

参加した生徒は、大学生との交流や大学施設を
使って課題に取り組む事で学ぶ意欲が向上し、多
くの生徒が大学進学を選択しています。

自身の学びや経験から生徒向けの学習教材を開発し、
明日の工業教育の発展に寄与しています。
また、自らも教育者となり、教職に従事します。
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工業高校と工業大学の未来

北海道科学大学
学長 川上 敬

第7回工大サミット

北北海海道道科科学学大大学学のの高高大大連連携携・・高高大大接接続続

連携協定校との高大連携教育

札幌市内２校と毎年連携授業を実施。
工学部の学びや研究に触れる。

高大一体教育「コンカレントプログラム」

系列高校３年後期に大学１年後期の授業を
先取り。修得単位は高大双方で認定。

指定校を中心に多くの進学者

過去５年の入学者全体の約７％が工業
高校出身者。
工学系学科に限ると約１２％を占める。

工業高校からの入学者数（ ～ 年度合計）

374名

工工学学分分野野のの発発展展にに向向けけたた取取りり組組みみ

高校教員養成

毎年複数名が工業高校の教員に採用。
過去５年で８校１３名。
科目等履修として実習担当教員も養成。

小中高生に工学の魅力を発信
「ひらめき☆ときめきサイエンス」

実験・体験講座を通じて、最先端の研究に触れる。
工学・科学のおもしろさを感じてもらう。

過去４カ年平均 １０講座

道立工業高校教員の
本学出身者数

（担当教科 工業・情報）

93名
237名

令和6年度 ※本学調べ
（昼間制・期限付、再任用除く）

約４割
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